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思い出、そして、電子図書館の未来
京都大学とともに、わが冨初の
内に稼動を開始するべく、
としての栄誉は、ま
晴報の
として、平成9
をもたらすことにもなった。
る本学として辻、学内で生産される
、???
るにまうたって、それらの著作権をどのように処聾するかがまず持よりも優先
して解決すべき案件であっ
著作者の権利を守りつつ、一方で、学婿矯報の周知の実を挙げるために覆極的
を行なうことが要請されてお札加えて、世界の知的財産権処理の動向になじむような
仕組み
システム研究班が、
〉の下に設聾された。
いただいたこと州、
は7月9日から 10A 15 Sの
した。{可も分か
ポートをし
も、社会科学系
るべく森茜図書館部部長(当時)から
に関わることになった端緒である。
3ヶ月余りの関、研究班13
らぬままにお引き受けし
き 日にまとめることができた。な
として、ご専門の立場から、 ¥-F.亡口
あらため る。この作業は、「筑波大学電子
9年 12月)という冊子にまとめら
いる。こうして、
実撞要領は、
の自安を示したと思われる口
しかし今後は、学内で生産された著作物
つiここ
図書館に一つの対処法
し発信する ますます慎
特許の両面から
必要がある口
るだろう。例えば、学位論文の WEB公開は、著作権と
を持るには大方の納得できる仕組みを作る
ここで、 し楽しし も触れてみたい。 は、グ
ら電子謀体
ンベルクの印
刷術以来の革命といっても過吉ではないc
ような影響があるのか?まず利点として
の人が同時にアクセスできる、
すばやくできる、保管場所を取ら
-運送のタイムディレイがない、
を運ばなくてもよい、歌しし
¥などが挙げられる。一方、 1ので、
ファイノレの消去や改ざんの恐れがあるイ著f乍権の問題が;壌雑になる、などの問題が生じ
る。ヂィスプレイは自が疲れるという人もいる。
トれらの特徴は、電子図書を従来の印期媒悼の代替物と考えた場合のことであって、
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実際は、それよりはるかに大きな変革をはらんでいるのである。たとえば、映像・アニ
メーション・音声・音楽などいわゆるマルチメディアを掲載(? )するなどは、従来の
印刷物では不可能なことであった。また、それら電子図書の一部を複製して加工して、
自分の作品として、再発信することも可能である。もちろん、これには、著作権等の保
護に配慮、し、法律を遵守した上でのみ許されることであるが。受け手が同時に発信者に
もなりうるのである。
このようなことが進んでいくと、将来は、図書館同士がネットワークで結ぼれて、必
要な情報の交換ができるようになるであろうし、さらに言えば、利用者は、自分がし1ま
どの図書館を利用しているのかということすら意識しなくなるであろう。こう考えると、
電子図書館は、情報アクセスについて、地域格差や経済格差を解消するものであること
がわかる。これこそが、実は電子図書館の重要な意義である。
し1ずれ、図書館というものは、本や資料を探しに出かけるところではなくなるかもし
れない。そのような作業はむしろ自宅のコンビュータの上で済ませてしまい、ちょっと
疲れたら散歩がてらに図書館にでも行ってリラックスするなどという逆転現象が起こる
かもしれない。そうなると、図書館はこぞ、って、快適な喫茶室を用意したり、オーデ、イ
オルームや集会室、それどころか、エアロピックやストレッチの設備まで揃えて、利用
者を確保しようとするであろう。人と出会うための知的空間、それを現代人は渇望して
いるのではないだろうか?
(にしはら・せいいち 電子情報工学系教授)
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